
＜＜調調査査票票ⅡⅡ－－２２  就就業業状状況況：：音音楽楽療療法法にに関関連連すするる教教育育・・啓啓発発活活動動ににつついいてて＞＞  
必必要要なな枚枚数数ををココピピーーししてて下下ささいい  

〇〇教教育育（（演演習習・・実実習習もも含含むむ））  
教教育育機機関関  内内  容容  対対  象象  回回  数数  雇雇用用形形態態  備備  考考  

大学・短大・専

門学校 

講義・演習・ 

実習 

   回 常勤 

非常勤 

 

大学・短大・専

門学校 

講義・演習・ 

実習 

   回 常勤 

非常勤 

 

大学・短大・専

門学校 

講義・演習・ 

実習 

   回 常勤 

非常勤 

 

大学・短大・専

門学校 

講義・演習・ 

実習 

   回 常勤 

非常勤 

 

大学・短大・専

門学校 

講義・演習・ 

実習 

   回 常勤 

非常勤 

 

 

〇〇ススーーパパーーババイイザザーー  

対対  象象  形形  態態  人人  数数  回回  数数  備備考考  

 個人 SV・集団 SV    

  個人 SV・集団 SV        

  個人 SV・集団 SV        

  個人 SV・集団 SV        

  個人 SV・集団 SV        

 

〇〇講講座座・・研研究究会会等等のの講講師師  

内内  容容  対対  象象  回回  数数  報報酬酬  備備考考  

   有償・無償  

   有償・無償  

   有償・無償  

   有償・無償  

   有償・無償  

  

〇〇そそのの他他（（上上記記にに該該当当ししなないい教教育育・・啓啓発発活活動動））  

内内容容  対対象象  回回数数  報報酬酬  備備考考  

   有償・無償  

   有償・無償  

   有償・無償  

  

 

＜＜調調査査票票ⅠⅠ  回回答答者者ごご自自身身ににつついいてて＞＞  
  
回回答答記記入入日日：：西西暦暦          年年      月月      日日  
  
回回答答者者ごご自自身身ににつついいてて伺伺いいまますす。。該該当当すするる□□にに✓✓ををししててくくだだささいい。。  

① 性  別     □男    □女 
 
② 年  代     □20 歳代   □30 歳代   □40 歳代   □50 歳代    

         □60 歳代   □70 歳代以上 
 

③ 所属支部     □北海道  □東北  □関東  □信越・北陸  □東海   
         □近畿  □中国  □四国  □九州・沖縄 
 

④ 認定資格取得方法 □暫定期間ポイント申請 □認定校卒業  □必修講習会修了       
         □海外で資格取得 
 

⑤ 認定資格取得年  西暦      年に取得（最初に資格を取得した年度） 
 

⑥ 認定音楽療法士以外の取得資格（複数回答可） 
□なし  □医師  □看護師  □作業療法士  □理学療法士   
□言語聴覚士 □社会福祉士  □精神保健福祉士  □介護福祉士  □保育士   
□教員免許  □特別支援学校教諭  □臨床心理士  □公認心理師 
□その他（上記に該当しない場合は記述して下さい） 
（                                    ） 
 

⑦ 認定音楽療法士資格を取得したことでどのような影響がありましたか（複数回答可） 
  □資格取得によって収入が増えた  □有償で雇用されるようになった   

□仕事の依頼が増えた  □専門職として認められた 
  □専門職としての自覚が生まれた  □職業として名乗れるようになった  
  □その他（自由記述） 

  

  
  



【【調調査査票票ⅡⅡ－－１１　　就就業業状状況況：：臨臨床床ににつついいてて　　回回答答用用紙紙】】

番号 施設形態（コード） 種別 人数 年齢（複数選択可） 主な疾患・障害 頻度 実施時間 報酬 勤務形態
 コードは、別添の A医療（入院） １大規模集団 １乳幼児 （対象者の主な疾患・障害 　　回／日 　　分／回 １　　　円／回 １常勤（音楽療法士）

コード表から番号 B医療（通院） 　　(41名以上） 　（０～６歳） 状況を記述して下さい） 　　回／週 ２　　　円／日 ２常勤（音楽療法士以外）
を選んでください C医療（ABの混合） ２中規模集団 ２児童 　 　　回／月 その他 ３常勤雇用のため ３非常勤
　 D福祉（入所） 　　(11～40名） 　（６～12歳） 　　回／年 （自由記述） 　月収に含まれる ４派遣登録

E福祉（通所） ３小規模集団 ３青年 その他 ４その他 ５個人開業
F福祉（DEの混合） 　（２～10名） 　（13～20歳） （自由記述） 　（自由記述） ６ボランティア
G行政機関 ４個人 ４成人 　 ７その他
H教育機関 ５その他 　(21～64歳） （自由記述）
I在宅 （自由記述） ５高齢者
J民間開業 　（65歳以上）
K個人開業 ６その他
L当事者団体 （自由記述）
Mその他
(自由記述）

　

施設形態等 対象者について セッション実施 備考


